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【研究の背景】

焼失した首里城の復元に向けて、国と沖縄県は連
携して取組を進めており、沖縄県工業技術センターは
首里城瓦に関する研究を実施しました。

瓦原料となるクチャ（泥岩）、赤土の調査、原料配合
試験、焼成条件について検討を行いました。

またその結果を元に沖縄県赤瓦事業協同組合の協
力により、首里城瓦の試作を行いました。

【結果】

令和２年度は公共工事現場のクチャについて原料
特性を調査しました。 その結果、焼成後の吸水率が
低い石嶺雨水貯留施設現場クチャ(石嶺クチャ)を確
認しました。石嶺クチャだけでは収縮率が大きいため、
石嶺クチャと他のクチャ、赤土との配合試験を行い、
配合割合を絞り込みました。

令和３年度はその配合試験結果を基に、首里城瓦
の試作を行いました。原料配合から荒地成形までを
当センターで行い、プレス成形から焼成までを沖縄県
赤瓦事業協同組合に所属する瓦工場で行いました。

その結果、手作業で荒地を造ったため、きれいにプレ
ス成形できない瓦もありましたが、各瓦工場で焼成し
た試作瓦は、目標とした吸水率12%以下の瓦となりま
した。

令和４年度は第2弾の試作として、瓦工場において原
料配合から焼成まで行いました。石嶺クチャ中の鉄粉
によるハジキが見つかりましたが、その鉄粉の除去
について粉砕工程を追加し、その効果について確認
を行っています。今後焼成温度を検討し、吸水率を
12%以下にできると考えています。

【まとめ】

首里城瓦試作試験において、解決できていない課
題も残っていますが、仕様を満たす首里城瓦の生産
に向けて、当センターは今後も沖縄県赤瓦事業協同
組合へ技術支援を行い協力していきます。
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